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(~#<)(伝え合い)(自然への親しみ)(欄体験)
対象児年中児 ま録日 平成21年 9月初旬

o もの 領⑤場面セミの抜け殻 かかわりの対象

これまでの姿

2学期が始まり，子どもたちは少しずつ園生活のリズムを取り戻す中で，自分の好きな遊びを楽しんでい

る。その中で， トンボやバッタを捕まえたり，観察したりする様子が見られ，時には捕まえたトンボやバッ

タを逃がす姿も見られるようになってきた。また，この時期ならではの残暑の厳しさを感じている子どもた

ちである。

子どもの姿

(9月2日〕

O セミの抜け殻を探す。
A ，セミの抜け殻どこにあるの

かな」

B ，下に落ちているんじゃない」
c ，木についているはずだよJ
O 抜け殻を発見し，観察する。
B，先生，あったよ。(セミの抜け殻の目の部分を見て)
このセミは目を置いていっているよ。目が見えない

んじゃないj

保「本当?ちょっと触ってみたらJ
B ，てかてかだよ。あ，お腹はぼこぼこだJ
A ，うわ，すごい，ぼこぼこj
C ，:本当だ!変なのJ
保「本当だね。お腹はぼこぼこで，目はてかてかなん

だJ
A ，1也のところは?J
(9月4日〕

O 年長児がセミの抜け殻を集めたかごを持ってくる。
保「うみ組さんがセミの抜け殻を持ってきてくれたよ。

一昨日のセミの抜け殻と比べて目はどうなってい

るかな」

B ，わぁ。先生，全部(目がついている)，これはつい

ているんだねJ
考察

保育者の援助

O 子どもたちが自分たちで見つけようとして
いる姿や，木の高い位置のものなど，ついてい

る場所によっては援助ができるようにして見

守った。

O 子どもたちに，諸感覚を使って観察ほしいと
思い， 言葉掛けを行った。

「本当?ちょ っと触ってみたらJ

よユ
子中を晃てみたち1‘
f飽ゆセミ乏も比ぺてみよ手必ふぷ
O 子どもたち自身の気付きを広げることがで
きるように子どもたちの言葉を繰り返したり，

気付いた情報をお互いに共有している姿を見

守ったりした。

O 年長児が持ってきてくれたかごを部屋に置
き，子どもたちがいつでも観察できるようにし

た。

o B児の新たな発見につながるような言葉掛け
を行った。

「一昨日のセミと比べて目はどうなってい

るかな」

本事例は，セミの抜け殻を通じて，新しい発見をしたり，情報をお互いに交換，共有したりしている場面

である。この場面での子どもたちは，年少の頃より気付きが大変多くなり，視野が広がったように感じた。

その情報を友だちと交換し合いながら，セミの抜け殻とのかかわりを楽しみ，興味を深めていったのではな

し3か。

また本事例では，諸感覚を駆使しながら自然と鰍tit'?てほしいという思いから，視鎖倒司書じるだけで
なく， f手で触?てみたらjと期撹を使えるような言葉掛けを行ったιしかし， 今回は子どもの思いを犬切に
受け止め，子どもの新たな発見に導けるような言葉掛けや好奇心をくすぐることカ?できるような言集掛けを

してもよかったのではないかと感じた t例:灰色の四角の言葉掛け)。 本事例では， 2日後に年長児カ司馬然セ
ミの抜け殻を持ってきてくれたことから， B児と他のセミの抜け殻とを比較して観察し， B児は新しい発見に

めぐり合えたのではないかと思う。今後，子どもの思いを受け止め，心を揺り動かされるような様々な言葉

掛けを探り，工夫していきたい。

本事例から見られた年中児の自分らしさの広がり

司
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(伝治))(時の親しみ)(~#< ) 
対象児 年中児

場面 Aくんのクリから・・

これまでの姿

ま録日 平成21年10月

かかわり倒象 くD もの

2学期に入り，友だちとのかかわりが深まってきていると同時に，自分の周りの人やものへの関心も高くなって
きている。9月末から友だちゃ保育者と一緒にクヌギの実を拾ったり， 1ドングリの帽子だあ」と言いながら殻を
拾ったりする姿が見られるようになっているO また オナモミを見付けて 「くつつき虫jと言いながら遊ぶ姿が見

られ，1どこにあるの?Jと尋ねる友だちに対して「こっちだよ」と教えてあげる姿も見られるようになってきて
いる。

子どもの姿

o A児がクリのいがを持って登園してきた。
A 1先生これ見て，何だと思う ?J
保「うわぁ，チクチクしたのがいつは丸首ついているねJ
A 1これね，クリだよ。でもクリは無いの。先生，これ
僕が持ってきたって後でみんなにお話してよ」

O 弁当の準備でみんながそろったときに，クリを紹介
した。

保 「みんな，これ，何か分かるかな?J
A 1クリだよ，ぼくが今日持ってきたんだよ ~J
保「幼稚園の庭にもクリの木があるのだけれど，みんな

はどこにあるか長日っているかな?J
B 1知らないJC 1見付けたいJD 1どこ ?Jなど
保「ヒントは田んぼの近くにある三角のお家の近くだ

よ。ご飯を食べてから探しに行ってごらん」

O 昼食議，早々にクリ拾いに出掛けたB児洲呆育室に戻
ってくる。

B 1先生，ぼくもう見付けたよ !J
保「大きいのを見付けたね」

保育者 .C児 ・D児 .E児も探しに出掛ける。

G l'僕も早く見付けたい，どこにあるの?J
H 1見付けた !・・ ・痛い !先生とってよ」
G 1どこにあるの?僕にも教えてよ」
G 1先生，持てた !そっと持ったらできた !J
保「そっと持ったら痛くないって分かったんだね」

E 1先生，上を見て!クリがあるよ (なってるよ)J
保 「よ く気が付し 3たね。ということは，この木がクリの

木なんだね」

G 「じゃあ，この木の下を探そう」

考察

保育者の援助

O 興奮した様子で「先生これ見て，何だと思う ?J
と話すA児の姿に，心を動かされて感動したことを

保育者に早く伝えたいという思いがあることを察

し，共感し受け止められるようにした。

o I~みんなにお話してよ」 という A児の言葉に

は，心を動かす体験を通して感動したことをみんな

と共有したいという安前ちがあると捉えた。

周りの子どもたちに伝えることで， A児の気持ちに
応えるとともに，湖佐園にもクリの木があることを

紹介し，これを機に子どもたちが秋の季節を感じら

れる一つのきっかけになるようにした。

O 保育者のヒントを基に自分たちでクリの実が落
ちている場所を探し当てた子どもたちであった。す

ぐに見付ける子，なかなか見付けられない子がい

た。保育者も近くで一精に探しながら， 一人一人の

動きや，子ども同士で伝え合い，やりとりする姿を

大切にしながら見守るようにした。

「そっと持ったら痛くないって分かったんだねJI 
「よく気が付いたね。ということは，この木がク

リの木なんだね」

f 
割って中を見

てみようよ !

今回の事例は，友だちに自分カ帯主験したことや気付いたことを伝えながら クリの実を拾ったり栗のいがのチク

チク痛い感月虫を味わったりした事例である。

今回の事例のきっかけになっているのは登園時のA児である。A児は自分がクリのいがを拾ってうれしかった気

持ちを保育者に伝えるだけでは満足できず，クラスの友だちにも伝えたいという強い気持ちが見られたので，保育

者はA児の気持ちを混み取りながらF クヲ界全体に紹介する機会をもっ与とにした。切そのことで， A児の気持ち
が満たされたとともに，これまでクリの存在に気が付いていない周りの子どもたちに関心をもたせるよい機会にな

ったと思う。また，その後のクリ拾いの中でも，自分カ常時食したことや気付いたことを友だちゃ保育者に伝えたり

教わったりする姿が見られ，人に伝えることで自分の満足感も高まったのではないかと，思う。

今後も，自然体験の中だけに限らず，子どもたちが自分で経験して感じた喜びゃ気付きを周りの友だちゃ保育者

へ伝えようとする姿を大切にしながら，子どもたちの好奇心や気付きを大切にしていきたい。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり 一

仁つ
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人とかかわる楽しさ 自然への親 しみ

対象児　 年少児　 年長児(男E児 ・F児)

場面　 ドングリ探 し

満足感 気付 く

かかわりの対象

感動体験

記録 日　平成21年10月 中旬

人 もの 自然

これまでの姿
子 どもたちは,幼 稚園での過 ご し方に も慣 れ,保 育者 との信頼 関係 の もと「仲 間に入 れて」「○
○ ち ゃん 一緒 に遊ぼ う」な どの言葉 を使 って,友 だ ちとかか わる面 白 さを味 わ うようになって
きた。 また,春 や夏の頃に捕 まえた ダンゴムシを探 した り,衣 服の衣替 え を した り,風 の心地
よさを味わ った りす る中で,季 節が移 ってい くことも感 じている。
この時期の園庭 は,栗 や柿が実 り,ギ ンモクセイが咲 き始め てい る。 クヌギやマテバ シイも

落 ち始め,子 どもたちは保育者や友だち と一緒 に ドング リ拾 いを楽 しんでい る。

子 どもの姿

○ 保 育 者 や友 だ ち と ドン グ リ集 め に行 く。
A「 先 生,あ った!」

B「 ほ らっ,ド ン グ リの帽 子 もあ っ た」
C「 今 日 もお み や げ い っ ぱ い だ あ!」

保 「今 日 も クヌ ギ が た くさ ん落 ち て るね 。 先 生 も見
付 けた よ!あ っ,あ そ こ に もあ っ た!」
C「 先 生,ク ヌ ギ,こ っ ち に もあ る よ!」

保 「Cく んが,向 こ う に もク ヌ ギ が あ っ た よっ て教
えて くれ た よ!み ん な行 っ てみ よ う よ!」

○ 年 長児 か らクヌ ギ を も ら う。
E「 ね え,何 を して い る の?」
保 「今 ね,み ん な で クヌ ギ を探 して い るん だ 」
F「 ほ ら っ,ぼ く こん な に見 付 け た よ!」
A「 い い な あ」
F「 あ げ る よ。 ぼ く,た くさん持 って るか ら」

保 「よか った ね。Fお 兄 ち ゃ ん優 しい ね 。Fく ん,
あ りが と う」/A「あ りが と う」/BDD「 あ りが と う」
C「 先 生,マ テバ シ イの と こ ろ に行 っ て み よ う!」

保 「い い よ!行 っ てみ よ うか」

○ マ テバ シ イ を探 す。
A「 あ っ た ～!」/C「 ぼ く もほ しい な … 。 あ っ た!」

保 「あ そ こを見 て!マ テ バ シ イの実 が茶 色 くな っ て
る よ!も うす ぐ落 ちて くるか もね」

C「 うん!前 は緑 だ った よね」
B「 あ の ドング リほ しい 。 まだ1個 しか な い … 」
A「Bち ゃ ん,あ げ る。2つ あ る か ら」

C「 あ りが と う」/A「ど うい た しま して」

○ 年 長 児 が クヌ ギ を た く さん持 って 駆 け て くる 。
F「 は な組 さ ～ん!ク ヌ ギ あ っ た よ。 あ げ る!」

保 「え え ～!Fく ん い い の?あ りが と う」
E「 ぼ くもた くさん あ る か ら,あ げ る よ」

保 「な ん て うみ 組 さん っ て 優 しい ん で し ょ う。 うれ
しい気 持 ち にな る ね」

ABCD「 あ りが と う」/EF「ど うい た しま して」

○ 食事 の 中 で ドング リ集 め が 話題 とな る 。
C「 今 日さ,ク ヌ ギ が た く さんあ っ たね 」

保 「た くさん 落 ちて た ね。 袋 が い っ ぱい に な った ね」
C「 で さ,う み組 さんが くれ た よね 」
A「 そ うだ よ。 うみ組 さん って 優 しんだ よ」

保育者の援助

○ 「ドング リを集め たい」とい う思 い
を受 け止 め,見 付 け た喜 び を共有 し
た り,友 だちの気付 きが広 が る よう
な言葉掛 けの工夫 を した。

「Cく んが向 こうに もクヌ

ギ があ った よって教 えて

くれた よ」

○ 年 長児 の優 しさや,必 要 な言葉 に
気付 ける ような言葉掛け を した。

「お兄 ちゃん優
しいね」

○ 目線 を上 に向け,木 々の変 化 に気
付 くような言葉掛 け を した り,友 だ
ちに分 ける姿 を見守 った りした。

「あそ こ を見 て!マ テバ シ イの実 が茶色 く

な ってる よ!」

○ ドン グ リ を も ら っ た喜 び に 共 感 し
た り,保 育 者 の 気 持 ち を伝 え,「 人 」
の優 し さ に気 付 け る よ う に した り し

た。

「うれ しい気持ちになるね」

○ 子 ど もた ち と一緒 に ドング リ集め
につい ての会話 を しなが ら食事 を楽
しむ ようにした。
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(気付く )(自然への親しみ)(想像力)(満足感)

対象児年少児 記録日平成 21年 10月16日(金)

場面 秋の庭歩き |かかわりの対象 CDもの @)  
これまでの姿

日中は暑いが，朝夕の気温は涼しくなり秋を感じるようにな ってきた。クヌギの木の実

がたくさん落ちるので，年少組の子どもたちは毎日拾いにいき ままごとに使ったり，家

に持ち帰ったりしている。クヌギの実はコロンとした姿がかわいく，手で握りやすい大き

さで子どもたちにと ってうれしい秋の収穫物である。子どもたちは保育者の助けを借りな

がら，クヌギのほかにアラカシ・コナラなどのドングリ類や草の実 (オナモミ・イノコズ

チ・オヒシパ等服に付くもの)などに気が付き自分で探そうとしたり，集めようとしたり

している。

子どもの姿

O 園庭を歩く 。
A Iほら，見てJ
保「なにが入ってるの」

A Iドングリ」
保「ドングリさんのぼうしも入ってるん

だね」

B I私もいーっぱい見付けたJ
保 IBちゃんもクヌギをたくさん見付け
たね」

B IもうないよJ
保「みんなが見付けたからね。また明日

落ちてくるよJ
A Iそうだね」
B Iほら，わたしオナモミも持ってるん
だよ。ひっつくんだよJ
o B児が自分のセーターにひっつけて見
せる。

O ほかのものを探す。

考察

保育者の援助

o 1 0月になると園庭のクヌギの実がた
くさん落ちるようになり，年長児たちが

拾っては見せてくれたり， 譲ってくれた

りしていたので年少児も徐々にクヌギへ

の興味が高ま ってきていた。まだ，クヌ

ギの数は少ないが子どもたちが自分の目

や手で見付けられるように，行動を共に

した。

O クヌギも数に限りがあるので，自分が
思ったほど手に入らなかったり，たくさ

ん手に入れた子がうらやましかったりす

ることもある。そこで明日への期待を抱

けるような言葉掛けを心掛けた。

「みんなが見付けたからね。また明日

落ちて くるよJ

O クヌギやオナモミ以外の木の実や草の
実がないか， A児の興味 ・関心をひくもの
がないかと思いながら行動を共にした。

運動会の頃より秋の気配がはっきりとしてきて，色とりどりの落ち葉や木の実， 草の実

が子どもたちに収穫する面白さや友だちと競い合って探す楽しさを感じさせてくれてい

た。服につ く草の実の面白さや不思議さなども， IなぜだろうJIどうしてこうなるのか」
といった探究心につながる思いを育ててくれると考える。

:ドングリや服にづ…く草の実の種類や名前も把握するーと同時に，子どもたちの身近にそれ

らの木や草が存在するように魚種をまいたり育てたりしていくように努めたい。また，自

然物だけでなく，秋の気配を感じ られる空の様々な色合いや雲の濃さ，形，空気の温度や

湿度， 重 く感じたり軽く感じたりするよ うな空気の流れ，かすかな花や樹木のにおいなど，

気象や買K見え吹いもりも大規怪したい。 5

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

司
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( ~1t< )(時の慈しみ)(1!t{l1J )(伝え合い)(:Ië~~) 
対象児年長児 (女A児 .B児 .c児)

場面秋のレストラン

これまでの姿

かかわりの対象

9月末頃になると，園庭には茶色に色付いた葉やクヌギの実，ツバキの実などが落ち始める。年長

組の子どもたちは，これまでの経験から，どこにどのような実が落ちているのかを知っており，落ち

たものを集めて自分たちの遊びに取り入れる姿が見られる。年少，年中組の頃は見付けること，集め

ることが楽しいと感じる姿が多かった子どもたちも，年長組になると，集めることを一通り楽しんだ

後，集めたものを使ってどのように友だちとの遊びを楽しもうか話し合う姿も見られるようになる。

本事例では，子どもたちが話し合いながら，身近な自然物を使って数日間，ごっこ遊びにたっぷり

と浸る姿を紹介する。

子どもの姿

O 集めたクヌギの実，落ち葉を使って遊ぶ。
A I先生，食べに来てください。レストランです」
保「どんなごちそうがあるんですか?J
B I(砂と水と混ぜながら)クリスープですよJ
C Iわたしのは， ドングリケーキですよ」
保「秋のごちそうがいっぱいでおいしそうですね。い

ただきますj

AIねえ，秋のレストランって名前にしたらいいんじ
ゃない?J
C Iそれ，いいねリ
保「秋のレストランかあ。素敵な名前だね。ほかの友

だちもここに来るといいね」

A I看板があったらいいんじゃない?J
B Iじゃあ，紙に描こう」片付けの時聞が近付く。
保「ちょ っと大きな紙を用意しておこうか?J
A I明日， 看板を朝，つくろうね!J 
<次の日>

O 秋のレストランの看板をつくる。
A I先生，看板つくろうJ
保「用意しておいたよj

A I(あきのレストランと描く)
どんな絵を描いたらいいかな?J

保「秋はどんな食べ物があるかな?J
A 「クリ!ほかにカキとか・・ .J

考察

保育者の援助

O 日頃，クラスの子どもたちが集めたク
ヌギの実で持ち帰らずに余ったものを，

誰でも使える ようにテラスに置いておい

た。

O ままごとハウスで自分たちで遊びを楽
しむ姿を見守りながら，誘われたことを

きっかけにお客として遊びに参加した。

O 身近な自然物を使って遊ぶことで，自
然と季節を味わっていることを感じるこ

とができるような言葉掛けをした。

「秋のごちそうがいっぱいでおいしそう

ですね」

O ほかの子どもたちも遊びに気付くとい
いなと考え，看板の紙を大きめにするこ

とを提案した。

O 前日に約束した紙と紙を留めるための
画板を用意しておいた。

O レストランで料理をつくるB児， C児
と看板をつくるA児とが役割分担をして

遊びを進めようとする姿を大切にし， A
児がもっている看板のイメージを共有す

るようにした。

子どもたちは園庭の木々が変化する様子から季節の変化を感じ取り，遊びにこの時期ならではの自

然、(クヌギや落ち葉など)を取り入れて楽しむ姿が見られた事例である。必要な材料を友だちと一緒

に集めたり，つくる人，材料を調達する人と役割分担をしたりして，子どもたちは遊んでいた。この

姿から，子どもたちはこれまでの経験を生かして，どこに何があるのか，自分たちが遊びをさらに楽

しむためには何が必要なのかを考えることができていることが分かる。

保育者として里山子どもたちが自分たちで遊びを進めて楽しむ姿を見守りながら，さらに様々な友だ

ちとのかかわり治拡がるような援助が〉必要だと考えた。:そこで，看板づくりを一緒に行い，周りの友

だちに知らせる手段を探ったり，この事例の後に，メガホンを使ってお客を呼ぶことを子どもたちと

考えたりするなど，子どもたちの仲間となって一緒に遊びを楽しみながら遊びやかかわりが広がるよ

うな援助を行った。今後も子どもたちと共に季節を敏感に感じ取り，遊びの充実を図っていきたい。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

自分たちで考えた遊びを「¥「一一、〉

楽しむ姿 ~一一v
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(時の慈しみ)(~#< )(繭体験)(伝え吋(1ë~~)
証録日平成21年10月15日(木)対象児年長児 (男A児)

場面秋の実り かかわりの対象 くD もの CÏ3~J 

これまでの姿

青空が広がり，秋らしいきわやかな日が続いている。子どもたちは，運動会で経験したことを遊びの中

で再現したり，様々な友だちとかかわったりして，遊びを楽しんでいる。園庭では植えてある木々の葉や

クヌギなどの木の実が落ち始めている。また，カキなどの果実や干献恵が色付いている。子どもたちは，草

や木の実を集めて色水をつく ったり ままごとに使ったりなど 自然への興味を深めている。

子どもの姿 | 保育者の援助

o A児が笑顔で保育者に話しかける。 10 A児がハッサクの実を見付けたという発見
A 1ハッサクがあるのを見付けたんだJ に保育者も一緒に喜び，共感する。

保「えっ!どこにあったの?J
A 1;教えてあげょうか?J
O ハッサクの木のところへ行く。
A I(ハッサクを指差しながら)ほら，ここにあるん
だよ」

保「わあ，大きな実だね。教えてくれてありがとう。

あっ，こっちにもある。いくつあるのかなあ?J
A保 11，2 . . . J 
A 15個くらいあるよ」
保「もっと大きくなるのが楽しみだねJ
o 2人で，田んぼに行き，稲を見る。
保「触ってみょうかj

A 1固いね。つぶつぶしてる」
B l'何してるの?J
保 IAくんと一緒に稲を見ていたんだ」
o B児も稲を見たり，触ったりする。
保「この稲が.. • J B 1お米になるj
保「お米になったら・. • J A 1ご飯になる」
保「ご飯になったら・. • J B 1おにぎりになる」
保「楽しみだね」

AB 1うんリ

o 3人で園庭の木々や草花
などを見て回る。

考察

O 一緒にハッサクの実を見に行く。A児が指
差したところを見て，驚きや喜びを言葉で表

現し，この後の楽しみに繋げられるような言

葉掛けとした。また，実を一緒に数えながら，

数や芸文量に気付くようにした。

「わあ，大きな実だね。教えてくれてありが

とう。あっ，こっちにもある。いくつある

のかなあ?J

「もっと大き くなるのが楽しみだねJ

o A児の表情から稲を触りたいなという思い
を感じ，触ってみようと言葉掛けをした。稲

を見たり，触ったりすることで， A児の視覚

や触覚で稲の4葉子を感じてほしいと考えた。

O 後からやってきたB児と一緒に稲を見て，
この稲がこれからどのようになっていくのか

を言葉で表し， A児とB児がこれまでの経験

を通して考えていることを大事にしつつ，期

待感が芽生えるように心掛けた。

O その後も園庭の木々の様子などを一緒に見
ていった。

秋の自然は，季節の移り変わりを肌で感じるには最適な季節である。木の葉が落ち始める，果実が色付

き始めるなど，子どもたちの好奇心を刺激する。本事例は，園庭の身近な自然の変化に対し，子ども自身

が気付きや発見をした事例である。日頃，室内遊びが多かったA児が運動会などを機に園庭に出掛ける機

会が増え，その際ハッサクの実を見付け，気持ちが高まり，保育者に笑顔で伝える姿が見られた。 また，

近く lこいたB児も一緒 lこ見たり，話したりすることで 同じことを共有する友だちへと繋がっていくと思

う。この後も，園庭のヒメリンゴやドングリを見たり，草花をつんだりと身近な自然に期待をもって触れ

ていった。保育者として，子どもたちの好奇心や探究心をかきたでるものを，いかにたくさA羽織として
用意できるか，興味・関心をもっ心を育てる援助ができるかを考えていきたいと思う。また，子ども治癒

激したことに共感できる心を常にもつことカ切羽にしたいと思う.6' 

本事例から見られたA児の自分らしさの広がり

司
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~m期の事例より~

¥¥〈之 年 少 年 中 年 長

O 一人一人の思いを O 自分で経験して感 O 子どもたちが自分
満たせるように丁寧 じた喜びゃ気付きを， たちで遊びを進めて

にかかわる。 保育者だけでなく「ク 楽しむ姿を見守りな

O 子どもたちの気付 ラスのみんなにも伝 がら，さらに様々な友

きに共感する。 えたい」という子ども だちとのかかわりが

O 子どもたちの気付 の気持ちを汲み取り， 広がるような援助を

きや年長児の行動が 伝える場を設ける。 する。

子どもたちの刺激と O 一人の気付きが周 O 遊びの中で数や量

保育者の援助の在 なるような 言葉掛け りへも広がるような に気付けるような言

をする。 機会をもっ。 業掛けをする。
り方 O 諸感覚で感じるこ O 諸感覚を駆使しな O 子どもが諸感覚で

と (空の様々な色合い がら自然と触れ合う 自然を感じることが

や雲のj農さや形など) ことができるように， できるように，意識し

を大切にする。 言葉掛けを工夫する。 て言葉掛けをする。

O 子どもたちの思い
を受け止め，心を揺り

動かされるような

様々な 言葉掛けを探

る。

O 子どもたちの身近 O 一人の発見が周り O 周りの友だちにも
にどのような草木が の子どもたちへも伝 遊びについて知らせ

あるかを t~i屋してお わるようにみんなが るために看板をつ く

環境構成の工夫 ・
く。 見ることのできる場 るための用具やメガ

O 季節の草花の種を 所にクリを置 く。 ホンを準備する。

改善 まいたり，育てたり O セミの抜け殻が入 O 子どもたちの好奇
し，子どもたちが季節 った虫かごを保育室 心や探究心をかきた

感を味わえ るように に置き，子どもたちが てることカfできるよ

する。 いつでも観察できる うな環境を探る。

ようにする。

かかわった自然 とそれを使った遊びの例

〈自然〉

ヒガンバナ，クヌギ， ドングリ，オナモミ，芋，クリ，ムラサキシキブ， トンボ，

セ ミの抜け殻，木陰の気持ちよさ，雲の形や空の色の面白さなど

〈遊び〉

ドングリ:砂や土，水と 一緒に使って料理っくり， ドングリ駒， ドングリトトロ，

ドングリマラカス， ドングリすべり台， ドングリキャンデイ ー

オナモミ :衣服にくっつける，的当て

芋のつる:乾かしてクリスマスのリ ースをつくる
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o N期 ~自然とのかかわり~

稲刈りは大変だけど，おに

ぎりパーティーのために

んばろう !

飼育舎

落ち葉がい っぱいだ-， 
集めろ-， 

おいしいお米とれるかな?

( 2週間くらい干した米を
下ろし，脱穀の準備)

ミカン(ハッサクl，

ヒヤシンスの根っこが少

し出てきてるよ。(水栽培

のヒヤシンスを見て)

体がポカポカしてき

たよ。(長純眺び)

ジュズダマ，なかなか通らないな ... 

(ジュズダマを使ったアクセサリー

っくり)
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記録日 平成21年11月11日(水)

…の対象① もの ⑧ 
これまでの姿

1 1月に入り，園庭の木々が紅葉し，色とりどりの葉や実などがたくさん落ちている。子どもた

ちは，落ち葉や木の実を集めて，ごっこ遊びやままごとなどの遊びの中に取り入れている。また，

秋の風で舞う落ち葉を追い掛けたり，日なたと日陰の暖かさを感じたりしている。深まる秋の自然

を全身で感じている子どもたちである。

子どもの姿 | 保育者の援助

o A児とB児がたくさんのオナモミを集めて 10 オナモミは， 秋の自然と して親しめるよう，
いる。 I子どもたちの目の届くところに環境と して植

えておいたものである。

O 子どもたちが，お互いの気持ちを言葉で伝
え合い， I大きく したい」というイメ ージを動
作で表す姿を見守った。

O 野草園に2人でオナモミを植える。
A I大きく なるといいね」
B Iうん」
A Iそうだ。トトロ (映画) しょ うかJ

AB Iう~ん，ぱっ!J 
しゃがんでジャンプをする動作を， 何回も繰

り返す。

保 「何をしているの?J
A Iここにオナモミを植えたのj
保 「そうなんだ。どう してジャンプしていた10子どもたちの大きくなってほしいという思
の?J
A I大きくなってほしいから。 トトロでして
いたのj

B Iそうなんだよ」
保 「あっ，私も知っている よ。一緒にやって

もいい?J
A B Iうんj

考察

本事例は，子どもたちが秋の自然を満喫し，秋に経験した楽しみを次の季節につなごうとしてい

る事例である。子どもたちは，オナモミをたくさん集めたり，友達や保育者にく っつけたりしなが

ら楽しく遊んでいた。A児とB児は，その日々の生活の中で，とげのあるオナモミが種であること

を知り，植えて大きく しようと考えたのだと思う。保育者も一緒に参加することで， 2人の思いと

つながることができたと思う。降園時には 3人で 「楽しみだね」と会話を した。

保育者と して， 植物などの不思議さや変化里自然の移り変わりなどを子どもたちが様々なかたち

で感じられるように，圏内の環境を整えていきたい。

本事例から見られた年長児の自分らしさの広がり

司

いに共感し， 一緒に掛け声やジャンプなどの

動作を した。同じイメ ージをも っていること

のうれしさや同じ動作を一緒にする楽しさを

共有した。

「あっ，私も知っているよ。一緒にやっても

いい?J

-54・



( ~#< )(時のU)(~ftjJ )(伝え吋(1E~~) 
対象児年長児(女A児.B児・男C児)，年中児

場面お花イチョウ屋さん

これまでの姿

記録日平成21年12月 1日(火)

かかわりの対象 CD@C!珍

秋が深まり，色付いたイチョウ，カエデ，サクラなどの葉が落ちて，園庭を彩るようになる。

子どもたちは， rイチョウの誠監だねJrカエデの葉が赤くなったね」など感じたことを言葉に表し
て保育者に伝えてくる。これまでも季節による木々の変化を見てきた子どもたちは，どの木の葉が何

色になるということを知っており，色付いた葉を使った遊びも経験してきている。

1 0月には， ドングリなどの木の実を使って「秋のレストランjを開いていた年長児が，落ちてい
るイチョウの葉を使ってキツネをつくり，年少児にプレゼントして喜んでもらったことをきっかけ

に，友だちとお庖を聞いた事例である。

子どもの姿

O お庖屋さんの準備を始める。
Ar今日は，イチョウのお庖屋さんをするんだっ

たよねJ
保「昨日のイチョウの葉っぱとかご，置いておい

たよ。テーブルはどこに置こうかなj

A rBちゃん， c君，千子くよ ~J
c rここに椅子を持ってきたら(いいね)J
B r何屋さんって言ったらいい?J
A rお花紙の花も一緒だから・ .. J 
ABrいらっしゃいませお花イチョウ屋さん

がありますよ」

O 年中児，年長児のお客がやってくる。
B r一列に並んで。何がいい?J
中「お花，お花J
B rお花つく ってるからね。これ，いる ?J
中「いる!J 
A rBちゃんがイチョウのキツネつく って。先生

が(イチョウの)花をつくるから」

保「お待たせしました。お花どなたでしょう?は

いどうぞ」

B r(イチョウのキツネを見せながら)これサク
ランボみたいでしょう。キツネの反対にした

の。C君は花紙の庖長だからねJ
c (黙々とイチョウの葉を集める。)
O お客だった年中児がやってくる。
中「仲間に入れてJ c rいいよj
考察

保育者の援助

O 前日の遊びを翌日も続けたいという子ども
たちの思いを受け止め，前日に使ったイチョ

ウの葉，かご，テーブルなどをセ ットにして

保育室近くに置いておいた。

O 子ども同士でお庖の準備を進める姿を見守
り，仲間になってイチョウの葉を集めたり，

子どもたちからもらったイチョウの葉で花束

をつくったりする作業を進めた。

O 自分たちでお客を呼ぴ，お庖屋さんを始め
た姿を見守り，お屈の一員として注文された

ものをつくったり，子どもたちの仲間となっ

てお庖屋さんになりき って子どもたちと会話

したりするようにした。

「お待たせしました。お花どなたでしょう?

はいどうぞJ

O 自分なりに工夫してイチョウの葉を使う B
児の姿を認め，イチョウの葉とかかわる楽し

さを感じられるような言葉掛けをした。

rBちゃんの面白い。どうやってつくったの?J
「イチョウの葉っぱっていろんなことでき

るんだね。J

F 
f 
h 

秋の深まりを様々な自然物とかかわることを通して感じてほしいと考えていた時期，子どもたちが

「イチョウの葉でキツネをつくる」という自分のできることを生かしてお庖屋さんごっこを始めた事

例である。子どもたちがイチョウの葉を使って遊ぶ姿を大切にし，翌日にワなげていけるようにE 子

どもたちとプ緒に遊びに使ったきのを保育室近くに襲ゑ!ておいた、子どもたちはこれまでもお庖屋さ

んごっこを経験してきていることから，自分たちで役割分担し，お客を積極的に呼び込む姿が見られ

た。そこで保育者は'-子どもたちの仲間となってお底屋さんの一員となり，子どもたちと同じように

決まった役割を楽しみながら遊びに参加するようにした。

子どもたちに味わってほしい自然の変化を保育者が明確にしておき それを子どもたちの遊びの中

で自然な形で生かしていけるように心掛けたい。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

ーに〉
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(感動体験)(想像力)(自然への親しみ)

記録日 平成21年12月 3日 (木)対象児 年少児

場面 落ち葉の雨 |かかわりの対象 CJ;:) もの CI3~J 
これまでの姿

1 2月になると肌寒く，秋の深まりの終わりを感じる。本格的な冬に向かいながらも暖かい日があっ

たり，冷たい風が木々を揺らす日があったりする季節の変わり目を感じながら，子どもたちは保育室や

園庭で過ごしている。イチョウやナンキンハゼ，クヌギなど落葉樹の葉を山のように集めたり，クッシ

ヨンにしたり して遊んでいる。

子どもの姿 | 保育者の援助

O テラスからイチョウの葉が散っている様子を見
る。

A r葉っぱの雨が降ってるJ
保「ほんとだね。葉っぱの雨だね」

B r風くんが(葉ρぱを)落としてくれたよ」
保 「風くんがたーくさん葉つばを落としてくれたね」

o c児が一人で保育室から園庭を眺めている。
保 rcくん，落ち葉集めに行かない?いい物がある
んだけど」

c rなに?J
保「熊手。葉つばを集めるの」

c rやる」
C児の姿を見た数人の年少児が集まってくる。

D r貸してJ
E r私もさせて」
保「いいですよ。この箱の中に入れて運ぼうかj

c rいいよ」
D r私も(箱を)持つJ
E r私も」
考察

o A児， B児そのほか数名の年少児と一緒
にイチョウの葉が風に散る様子を見上げな

がら， A児， B児の素直な感想、や言葉を大

切に受け取り繰り返した。また無言で見上

げている子どもたちの気持ちも推し量りな

がら楽しんだ。

O 数日前から大きな取っ手のついた箱を準
備してあったので，子どもたちは落ち葉集

めを素手で楽しんでいた。そこでもっと楽

しめるように小さなプラスチックの熊手を

用意してあったので， 一人になった C児を

誘ってみた。 C児がはりきって落ち葉を集

めるのを見て， 他の子どもたちも興味をも

って集まってきた。友だちと楽しく落ち葉

集めができるように手伝ったり，見守った

りした。

子どもたちは晩秋の落ち葉をたくさん集めて山をつくったり，ソファーや布団に見立てて触ったり，

乗ったり中に入ったりして落ち葉の感触ゃにおい，種類の違い，色や大きさの違いなどを全身で感じ取

っている。また，木の葉が紅葉し，枝からどんどん落ちてくる不思議さを雨に見立てて言葉にしたり，

風を擬人化して感じたことを表現したりするのは，子どもたちの心が揺すぶられているからではないか

と考える。そんなとき，保育者として今回はその感動に共感し，同意の言葉を繰り返したが，もっと言

葉をヲ|き出すような言葉掛けを工夫すればよかったので、はないかとも思う。

プラスチックの熊手は小さなサイズのものなので年少児にも安全で使いやすい。落ち葉をたくさん

かき集めることが容易にできることで，活動がスムーズになり仲間も増えて C児も楽しく活動できた。

今回の熊手のように子どもの体にあった教材をもっと探していきたいと思う。

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

秋の自然を楽しむ姿 司
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(人とかかわる楽しき )(  伝え合い )(気付く)(自然への親しみ)

対象児年中児

場面 かくれんぼ

これまでの姿

記録日平成21年12月3日(木)

かかわりの対象 くD もの く堅〉

運動会やおたのしみ会などの大きな行事を通して子ども同士のかかわりが深まり，広がってきている。友だちと

一緒に儲仕分担しながらごっこ遊びをしたり，秋の自然、や初冬の自然に見られる落ち葉や木の実などをいろいろ

なものに見立てて遊んだりする姿が見られている。集団で遊ぶときのルールを年中児なりに自分たちで決めよう

としたり，守ろうとしたりするようになっているが，実際は難しく，保育者の援助がまだまだ必要である。

子どもの姿 | 保育者の援助

O かくれんぼの仲間を集める。 10 rかくれんぼ」がしたいという思いを受け止め，
A r先生，かくれんぼしたい!J /B rかくれんぼ!J I 大勢で遊ぶ楽しさを味わえるように，他の友だちも
保「いいよ，でも 3人だけだとさみしいな。他にする人| 寸者に参加できるような言葉掛けの工夫をした。

カ丸、ないか聞いてみるねJ Inでも 3人だけだとさみしいな。他にする人カ丸、
A rうん，そうだね」
保 rcくん， Dくん， Eくん，かくれんぼしない?J
c rやる !J/D rぼくもやるJ/E r鬼になろうか?J
保「かくれんぼジャンケンするよ，負けた人が鬼ねJ
(みんなでジャンケンをする)

保「最初はCくんに鬼になってもらいましょう，鬼が数

える場所はどこにする?J
c r木の所にする， 1， 2， 3，・・・も~いいか~い?J

O さらに人数が増えて かくれんぼを再開する。
保[次はE くんが鬼だね。 l ~ lO を 5 回数えてねリ
E rl， 2， 3・・・も~いいか~い?J
E rも~いいか~い?J
(みんなが「もういいよ」というまで何度も聞く)

AB rE くん，こっちにいるよ ~J

E rまだ隠れていない人がいる!も~いいか~い?J
E rooくん，見~付けたリ
保「あとはFくんだけだね どこにいるのかなあ。みん
なも一育者に探してみようj

E rFく~ん， もう片付けの時間だぞ~J
(Fくんを民にかけようとしている姿)

G r先生， Fくんがし、たよj
保「わぁ !Fくん，どこに隠れていたの?J
考察

ないか聞いてみるね」

O 子ども同士で役割を決めようとする気持ちが芽
生えてきていることを受け止めながらも，大事なル

ールのポイントは共通理解できるようにした。

「負けた人が鬼ね」

「最初はCくんに鬼になってもらいましょう」

O 人数料普えると，ゲームの進行状況が全体に伝わ
りにくくなるので，状況を見て必要に応じた援助が

できるように意識しながら見守った。

O 葉や枝が体に触れる感触や落ち葉を踏みしめた
ときの音，臭いなどを味わえるように，保育者も諸

感覚を働かせながら楽しんだ。

O ルールを忠実に守ろうとする子どもの姿を大切
した。

O 鬼になって最後まで、友だちを探すことができる
ように，先に見付かった友だちと一緒に様子を見守

ったり，探すのを手伝ったりした。

「あとはFくんだけだね，どこにいるのかなあ。
みんなも一緒に探してみよう」

本事例は，たくさんの友だちと一緒に「かくれんぼjを楽しむ中で，遊びに必要なルールが分かり，ルールを守

りながら遊ぼうとした事例である。

保育者弘子どもたちの「かくれんi剖がしたいという思いを受け止めながら，大勢で遊ぶ楽しさを味わって
ほしいと思同他の友だちも{緒に劉代きるような言葉掛けの工夫をしたD最近は子ども同士で遊びを展開して

いけるようになってきている杭大勢てや遊ぶ際にルールを共通理解して遊ぶ京鴎釦土少なく 保育者の援助は必要不

可欠である。

そこで，今回，保育者も一精に遊びに加わりながら，様々な友だちとのかかわりが広がるように援助し，大事な

ところでのルール確認を，CA卦けたことで遊びが途切れることなく続いたと思う。
今後は，子ども同士でルールの確認ができるようになったり，遊びを展開したりできるようになることを期待し，

繰り返し遊ぶ姿を見守っていきたい。また，仲間集めも子どもが主になって取り組めるようになってほししい

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

仁コ
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然への親し

1 2月 4日(金)

かかわりの対象
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o Iかくれんぼをしたいj気持ちを受
け止め，友だちと遊ぶ面白さも味わ
ってほしいという意図から ほかの
友だちも誘ってみることを提案した。

保育者の援助

|「ほかの友だちも誘ってみた ら?J 

O 保育者をかくれんぼに誘う 。
AI先生，か・く・れ ・ん・ぼ!J 
保[Aくん，かくれんぼがなあに?J 
AIぼ くと一緒にかくれんぼしよう!J 
保「いいよ。ほかの友だちも誘ってみたらJ
BIかくれんぼ?私もする!J/C Iぼくも!J 
DI仲間に入れて!J 

子どもの姿

O 遊びに誘ったり，誘われたりする
様子を見守りながら，必要に応じて
言葉を補うようにした。

IFちゃんは今，お料理をつ くってるとこ
ろだから，また今度，誘ってみようよJ

O 友だちを誘いに行く 。
AIかくれんぼしよう」
EIいいよ!J 
FIしない!今 つくってるんだもんj
保IAくん， Fちゃんは今，お料理をつく ってると
ころだから，また今度，誘ってみょっょ」

O 鬼になるか隠れるかを決め，ルールを確かめる。10 誰が鬼で，誰が隠れるかをは っき
保「隠れる人だあれ?J/ABCDIは~い!J りさせるとともに，遊びのルールを
保「じゃあ，鬼になる人はだあれ?J 確かめるようにした。
EIは~い。先生と 一緒に探すリ
保「十数えて『もういいかい』 って言うよ 。隠れて
いたら 『もういいよ』 って言ってね」
G H I仲間に入れて!J/ ABCDEF Iいいよ!J 
保「ほし組さんも一緒だよ!面白くなりそうだねJ

「隠れる (鬼になる )人はだれ?J r十数えて
『もういいかいjって言うよ。隠れていた
ら，rもういいよ』 って言ってね」

O 遊びの面白さを十分味わえるよう，
保育者が遊びの展開をリードするよ
うにした。 まれ 名前を呼んで遊び
を進めること示「自分も仲間の一人」
という喜びも味わえるようにした。

同(4「・・・九，十。もういいかい」
「みんな，どこに隠れたの
かなあJrooちゃん(く
ん)，見付けた!J 
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O 上手に隠れることができたA児の
喜びを受け止め，みんなで賞賛する
とともに，アラカシがいい隠れ場所
にもなることに気付けるようにした。

み

O みんなでA児を探す。
保「いないねえ o ・・・あ ~ いた ~ ! J 
AIずっとここにいたんだよ 。アラカシの後ろ」
保「ここからみんなが探しているの見ていたの?J 
AIそうだよ 。先生，こ っち来て!ねっ，ここから
見えるでしょJ
保「うわあ!アラカシ って，いい隠れ場所だね。

んな， A くんに拍手~ J
BC Iほんとだ，見える !Aくん， すごい!J 

や友だちと 一緒にかくれんぼを楽しむことを

本事例から見られた子どもたちの自分らしさの広がり

ー に〉
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か〈れんぼを楽しむ姿



(伝え合い)(自然への親しみ)

対象児年中児 (女A児)

場面ラーメンっく り

これまでの姿

記録日 平成21年12月初旬

かかわりの対象 く工〉 もの く露〉

子どもたちは，自分のしたい遊びを見付け，様々な遊びを日々楽しんでいる。保育室では，マクドナ

ルド屋さんごっこをする子どもたちが，年少組の子どもたちを招待する姿も見られる。イチョウやカエ

デが色付いた園庭では，氷鬼やかくれんぼをして遊ぶ子どもやままごとなどに落ち葉や，木の実を使っ

て遊ぶ子どもも見られる。

子どもの姿

O シートをヲ|いたA.B児が保育者を呼ぶ。
A I先生，先生，こっちに来て。ピクニック してい
るの」

B Iラーメンをつくっているの」
保「今日は，天気も良くてピクニック日和ですね。

おいしそうなラーメンもあるねJ
A I先生， cちゃんと麺の葉つばを拾ってきてくだ
さい。私はラーメンを混ぜておきますJ

保「はい，分かりましたJ
O 拾った葉つばをA児に渡す。
A Iありがとう。じゃあ，先生，ラーメンっくりの
お手伝いをお願いします」

B Iおいしいラーメンをつく ってくださしリ
(保育者がカエデの葉つばをラーメンに入れようと

すると)

A I先生，赤の葉っぱは入れちゃだめだよ。麺は黄
色の葉っぱ(クヌギの葉)でしょう。赤の葉っ

ぱは最後にチャーシューで入れるんだからJ
保「そっか。赤色のカエデは最後にチャーシューで

入れるんだ。じゃあ，黄色のこの葉っぱは麺に

してもし3いかな?こっちの茶色の葉っぱはどう

しますか」

考察

保育者の援助

O 子どもたちのままごとが盛り上がるよう
な言葉を掛けた。

「今日は， 天気も良くてピクニック 日和です

ね。おいしそうなラーメンもあるね」

O 子どものおいしいラーメ ンをっくりたい
という思いを受け止め，一緒にラーメンっ

くりを楽しんだ。

O 葉っぱの色の違いを意識したり，子ども
の思いが膨らんだりすることができるよう

な言葉掛けを行った。

「そっか。赤色のカエデは最後にチャーシュー

で入れるんだ。じゃあ、黄色のこの葉っぱは

麺にしてもいいかな?こっちの茶色の葉っ

ぱはどうしますかJ

本事例は， A児が園庭の木々の葉つばをふんだんに使い ラーメンを友だちゃ保育者とっくり上げて

いく場面である。

A児は，年少児では生活経験が浅く，自分の気持ちを表現することができずに，一人で遊ぶことが多

かった子どもである。年中児以降では，友だちとのかかわりも増え，自分のしたい遊びを気の合う友だ

ちと一緒に楽しむ姿が見られるようになっている。本事例では， A児が率先して役割を分担したり，葉

つばを自分のイメージと合わせながら自分たちのこだわりもって遊んだりする姿が見られ， A児の成長

を感じることができた。今回，保育者はA児の f葉つばを使ってラ』メシをつくりたUリという思いを
十分に受け止め，遊びが盛り上がるように精にラ}メンっくりを楽しみながらR与えられた役割を

果たしたり，遊びの様子を見守ったりする姿勢をとァた。

今後も，子どもたちの成長を見守りながら ， 一人ひとりの I~ したい」という思いを受け止め，子ど

ものイメージを広げたり，表現したりすることができるような保育を展開していきたい。

本事例から見られたA児の自分らしさの広がり

司
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~N期の事例より~

¥¥〈ごご 年 少 年 中 年 長

O 子ども同士のやり O 戸外で楽しくかく O 子どもたちの仲間
とりを見守りながら， れんぼをする子ども となって遊びを楽し

必要に応じて言葉を たちに加わ って一緒 む。(役になりきって

補う 。 に秋の自然の深まり 会話もする)

O 遊びのルールを確 を感じながら遊ぶ O 自分なりに工夫す
かめるような言葉掛 O 遊びのル ールのポ る姿を認めたり，自然

けをする。 イン トを共通理解で (イチョウの葉)とか

O 遊びの面白さが十 きるように 言葉掛け かわる楽しさを感じ

分味わえるように保 する。 られるような 言葉掛

育者が遊びの展開を O 一緒に遊びなが ら けをしたりする。

保育者の援助の在 リードする。 状況を見ながら必要 O 子 どもたちに味わ
O 子どもたちの素直 に応じて援助する。 ってほしい自然の変

り方 な感想、や言葉を受け O 大勢で遊ぶ楽しさ 化を明確にしておき，

止め，繰り返す。 が味わえるように他 子どもたちの遊びの

O 無言の子どもたち の友だちも参加でき 中で自然な形で生か

の表情を推し量る。 るような言葉掛けを していけるよ うに心

する。 掛ける 。

O 子どもたちの遊び O 子 どもたちの思い
が盛り上がるような に共感し，イメージを

言葉掛けをする。 共有する。

O 様々な葉の色を 意
識でき るような言葉

掛けをする 。

O か くれんぼを楽し O 子 どもたちがご っ O 前日の遊びが翌日
めるような木がある こ遊びを楽しむ道具 につながるよ うに使

環境構成の工夫・
場所を把握してお く。 (シートや砂場道具 ったものを保育室近

O 落ち葉を集めるた など) を用意してお くに置いておく 。

改善 めの大きな箱と小さ く。 O 子 どもたちの目に
な熊手を用 意 してお 付くところに秋の自

然、物 (オナモミ )を置

いておく 。

かかわった自然とそれを使っ た遊びの例

〈自然〉

イチョウ，カエデ，クヌギ，米，野菜の苗，種，ヒヤシンス・チュ ー リップの球根，

紅葉した葉っぱ，冷たい風，吐く息の白さ， 肌寒い中で体を動かす心地よさなど

〈遊び〉

集めた落ち葉:たき火ごっこ，葉っぱのお風巴

様々な色の落ち葉 :組み合わせて形をつ くっ たり，

葉っぱにかくれる (かくれんぼ)
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